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本
会
の
国
松
誠
会
長
（
藤
沢
市

議
会
議
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
六
団
体
の
代
表
は
１０
月
１３
日
、

総
務
省
や
内
閣
府
を
訪
問
し
、
安

倍
内
閣
の
発
足
に
伴
い
就
任
し
た

新
閣
僚
に
面
談
し
た
。

当
日
は
、
菅
義
偉
・
総
務
大

臣
、
大
田
弘
子
・
経
済
財
政
政
策

担
当
大
臣
、
佐
田
玄
一
郎
・
規
制

改
革
・
国
・
地
方
行
政
改
革
・
公

務
員
制
度
改
革
・
地
域
活
性
化
・

道
州
制
担
当
大
臣
と
面
談
。
「
地

方
分
権
改
革
推
進
法
案
」
が
第
１

６
５
回
臨
時
国
会
に
提
出
さ
れ
る

方
向
に
あ
る
中
、
第
２
期
の
地
方

分
権
改
革
の
実
現
を
図
る
た
め
、

同
法
案
の
早
期
制
定
を
求
め
た
。

ま
た
、
同
法
案
の
提
出
に
当
た

り
、
主
務
大
臣
で
あ
る
菅
総
務
大

臣
に
対
し
て
は
、
地
方
税
や
地
方

交
付
税
等
の
一
般
財
源
の
総
額
を

確
保
し
つ
つ
、
地
方
交
付
税
や
国

庫
補
助
負
担
金
の
見
直
し

と
合
わ
せ
、
税
源
移
譲
を

含
め
た
税
源
配
分
の
見
直

し
を
行
う
よ
う
申
し
入
れ

た
。こ

の
ほ
か
、
▽
地
方
交

付
税
の
名
称
を
「
地
方
共

有
税
」
に
変
更
▽
国
の
特

別
会
計
へ
の
直
接
繰
入
れ

等
の
見
直
し
に
よ
る
地
方

交
付
税
の
地
方
固
有
の
共

有
財
源
と
し
て
の
明
確
化

▽
「（
仮
）地
方
行
財
政

会
議
」
を
構
築
し
地
方
に

関
わ
る
事
項
の
政
府
の
政

策
立
案
等
に
対
す
る
地
方

の
意
見
の
反
映
▽
地
方
分

権
改
革
推
進
計
画
作

成
に
当
た
っ
て
の
地

方
と
の
事
前
協
議
の

実
施
▽
地
方
分
権
改

革
推
進
委
員
会
の
委

員
選
任
に
対
す
る
地
方
の
意
見
の

反
映
―
―
を
申
し
入
れ
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
石
川
和
夫
・
福
生
市

議
会
議
長
）
は
１０
月
１９
日
、
東
京

・
全
国
都
市
会
館
で
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
を
開
催
し
た
。

会
議
終
了
後
に
は
、
自
由
民
主

党
の
山
崎
拓
・
安
全
保
障
調
査
会

長
は
じ
め
、
大
野
功
統
・
基
地
対

策
特
別
委
員
長
、河
井
克
行
・
国
防

部
会
長
、
吉
田
博
美
・
総
務
部
会

長
ら
基
地
関
係
国
会
議
員
を
招
い

て
要
望
懇
談
会
を
開
催
。
１９
年
度

基
地
対
策
関
係
予
算
の
増
額
確
保

に
関
す
る
要
望
を
行
っ
た
。

総
務
省
は
１０
月
１９
日
、
東
京
・

ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
「
平
成
１８
年
度

都
道
府
県
議
会
議
員
及
び
市
区
町

村
議
会
議
員
総
務
大
臣
感
謝
状
贈

呈
式
」
を
行
っ
た
。

こ
の
感
謝
状
は
地
方
議
会
議
員

と
し
て
通
算
３５
年
以
上
在
職
し
、

地
方
自
治
の
発
展
に
功
労
が
あ
っ

た
者
に
総
務
大
臣
か
ら
贈
ら
れ

る
。
本
年
度
は
都
道
府
県
議
会
議

員
１７
人
、
市
区
議
会
議
員
１
３
４

人
、
町
村
議
会
議
員
７３
人
の
計
２

２
４
人
が
受
賞
し
た
。

贈
呈
式
で
は
、
菅
義
偉
・
総
務

大
臣
か
ら
式
辞
が
述
べ
ら
れ
る
と

と
も
に
、
受
賞
者
へ
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
た
。
市
区
議
会
議

員
を
代
表
し
て
江
東
区
の
斉
藤
久

也
議
長
が
受
領
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
佐
藤
勉
・
衆
議
院

総
務
委
員
長
、
山
内
俊
夫
・
参
議

院
総
務
委
員
長
ら
に
よ
る
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
の
ち
、
河
野
洋
平
・

衆
議
院
議
長
、
扇
千
景
・
参
議
院

議
長
ら
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
祝
電
が

披
露
さ
れ
た
。

当
日
は
本
会
か
ら
、
副
会
長
の

税
所
史
熙
・
熊
本
市
議
会
議
長
が

来
賓
と
し
て
式
典
に
出
席
し
た
。

（
受
賞
者
氏
名
は
４
面
に
掲
載
）

お
知
ら
せ

本
紙
１１
月
５
日
付
第
１

６
３
３
号
は
、
第
１
６
３

４
号
と
併
せ
、
１１
月
１５
日

付
第
１
６
３
３
・
３
４
号

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1632号１０月２５日平成18年
（2006年）

市市
区区
議議
１１
３３
４４
人人
にに
感感
謝謝
状状

地
方
議
員
３５
年
で
―
総
務
相

基基
地地
対対
策策
関関
係係
予予
算算

のの
増増
額額
をを

―
―

基基
地地
協協

分分
権権
改改
革革
推推
進進
法法
早早
期期
制制
定定
をを

地方六団体

菅
総
務
相
ら
新
閣
僚
へ
申
し
入
れ

吉田自民党総務部会長（左）、大野総務
副大臣（中央）に要望する石川会長（右）

菅総務相と面談する六団体代表。左から３人目は国松会長

大竹 邦実

菅
総
務
相
か
ら
感
謝
状
を
受
領

す
る
斉
藤
議
長（
左
、
江
東
区
）

（１） 平成１８年１０月２５日 第１６３２号
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８
月
３
日
開
催
の
本
会
第
１
回
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
実
施
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
地
方
議

会
と
市
民
参
加
」
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
礒
崎
初
仁
・
中
央
大
学
法

学
部
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
飯
尾
潤
・
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
、
世
古
一
穂
・
金
沢
大
学

大
学
院
教
授
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
研
修
・
情
報
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
、
中
西
晴
史
・
日
本
経
済
新
聞
社
地
方
部
編
集

委
員
、
中
森
愼
二
・
四
日
市
市
議
会
議
長
の
４
人
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
視
点
か

ら
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
�
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
は
１
６
２
５
・
２
６
号
に
掲
載
。

礒
崎

地
方
議
会
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
、
▽
地
方
議
会
に
よ
る
政

策
形
成
▽
地
方
議
会
と
市
民
参
加

・
協
働
の
関
係
▽
議
会
の
制
度
・

運
営
の
改
革
―
―
の
３
つ
の
観
点

か
ら
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

１１
��
地地
方方
議議
会会
にに
よよ
るる
政政
策策
形形
成成

�
自
治
基
本
条
例
制
定
へ
の
道

中
森

四
日
市
市
議
会
で
は
、
議

会
全
体
と
し
て
政
策
能
力
を
高
め

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か

を
考
え
た
結
果
、
「
市
政
活
性
化

推
進
等
議
員
懇
談
会
」
を
設
置

し
、
条
例
案
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

流
れ
が
、
１７
年
２
月
の
「
四
日
市

市
市
民
自
治
基
本
条
例
」
制
定
と

い
う
集
大
成
へ
つ
な
が
っ
た
。

同
条
例
を
作
成
す
る
過
程
で

は
、
議
員
同
士
の
議
論
は
も
と
よ

り
、
市
民
の
方
々
や
執
行
部
の
若

手
職
員
、
当
市
と
合
併
予
定
の
楠

町
議
会
議
員
か
ら
も
意
見
を
い
た

だ
く
な
ど
、
幅
広
い
意
見
聴
取
を

行
っ
た
。
我
々
と
し
て
は
議
会
だ

け
で
な
く
、
今
後
も
広
く
市
民
の

方
々
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

少
し
で
も
良
い
条
例
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�
政
策
形
成
へ
の
期
待

中
西

今
の
議
会
は
「
全
般
的
に

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
い
て
い
な

い
」
「
首
長
や
執
行
部
と
一
体
化

し
て
い
る
」
と
市
民
か
ら
見
ら
れ

て
い
る
。
ま
し
て
や
政
策
形
成
に

は
な
か
な
か
手
が
回
ら
ず
、
陳
情

処
理
で
手
一
杯
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
近
年
、
議
員
の
世
代
交

代
の
進
捗
や
、
女
性
議
員
の
比
率

の
高
ま
り
な
ど
議
員
構
成
の
多
様

化
を
受
け
、
議
員
の
間
で
政
策
形

成
に
対
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
お

り
、
芽
が
出
て
い
る
と
の
印
象
を

受
け
て
い
る
。

�
市
民
と
一
緒
に
政
策
立
案

世
古

こ
れ
ま
で
の
議
会
は
「
監

視
型
議
会
」
だ
っ
た
。
近
年
、
政

策
立
案
能
力
を
高
め
よ
う
と
い
う

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
ま
だ

「
監
視
型
議
会
」
の
範
疇
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
今
後
は
住
民
と
討

議
し
、
住
民
と
と
も
に
活
動
す
る

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
議
会
」
が
必
要
。

そ
し
て
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
議
会
」
を

経
て
「
協
働
型
議
会
」
へ
と
姿
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
協
働
型
議
会
」
は
、
監
視
と

政
策
立
案
に
市
民
も
参
加
し
、
議

会
が
市
民
と
一
緒
に
政
策
を
作
っ

て
い
く
イ
メ
ー
ジ
。
議
会
も
市
民

参
加
と
い
う
と
、
今
ま
で
は
行
政

へ
の
参
加
を
考
え
て
き
た
。

こ
の
発
想
を
転
換
し
、
今
後
は

議
会
へ
の
市
民
参
加
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民
参

加
型
の
議
会
や
、
そ
の
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
議
員
の
あ
り
方
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

�
議
会
機
能
の
強
化
を

飯
尾

日
本
の
政
治
制
度
で
は
、

二
元
代
表
制
を
採
用
し
て
い
る
。

世
界
で
も
同
制
度
を
採
用
し
て
い

る
国
は
結
構
あ
る
が
、
円
滑
に
機

能
し
て
い
る
国
は
少
な
く
運
営
が

難
し
い
。
こ
の
中
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
だ
け
は
大
き
な
例
外
と
し

て
、
円
滑
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
何
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
成
功
し
て
い
る
の

か
。
答
え
は
、
政
治
制
度
が
議
会

を
中
心
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。
予
算
も
法
律
も
、
全
て

議
会
が
決
定
す
る
。
大
統
領
に
拒

否
権
は
あ
る
も
の
の
、
原
則
と
し

て
は
議
会
の
決
定
に
従
い
行
政
が

運
営
さ
れ
る
。

こ
の
観
点
か
ら
私
が
不
思
議
に

思
っ
た
こ
と
は
、
「
地
方
に
よ
る

自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
時
代
」

な
ら
、
ま
ず
議
会
機
能
が
強
化
さ

れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
現
実
は
違
っ
て
い
た
。
現
に
、

首
長
は
元
気
だ
が
議
会
は
影
が
薄

い
と
言
わ
れ
る
。

今
の
議
会
は
、
形
式
的
な
質
問

を
行
う
の
み
で
、
議
員
同
士
が
議

論
を
行
い
、
結
論
を
導
き
出
す
こ

と
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

議
会
の
最
も
本
質
的
な
役
割

は
、
市
民
を
代
表
し
て
議
論
を
行

う
こ
と
。
も
っ
と
議
会
が
中
心
と

な
り
、
住
民
の
意
向
を
汲
み
上
げ

た
う
え
で
議
論
を
展
開
し
、
問
題

解
決
を
図
っ
て
い
く
仕
組
み
を
普

及
さ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

２２
��
地地
方方
議議
会会
とと
市市
民民
参参

加加
・・
協協
働働
のの
関関
係係

�
「
市
民
参
加
」
に
は
８
段
階

世
古

一
口
に
「
市
民
参
加
」
と

言
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
次
の
８

段
階
、
�
操
り
�
行
政
側
が
審
議

会
等
を
作
る
も
の
の
意
思
は
変
え

な
い
�
セ
ラ
ピ
ー
�
不
満
が
あ
る

人
を
自
治
体
幹
部
ら
が
慰
め
る
�

お
知
ら
せ
�
行
政
が
決
め
た
事
項

を
一
方
的
に
知
ら
せ
る
�
意
見
聴

取
�
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を

実
施
す
る
が
意
見
活
用
の
権
限
を

行
政
側
が
持
つ
�
懐
柔
�
強
い
力

を
持
ち
始
め
た
市
民
や
市
民
活
動

団
体
等
へ
行
政
側
が
す
り
寄
る
�

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
�
市
民
と
行

政
が
対
等
な
関
係
で
自
治
を
進
め

る
�
委
任
さ
れ
た
パ
ワ
ー
�
市
民

側
に
行
政
が
分
権
し
市
民
自
治
を

強
め
る
�
住
民
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
�
市
民
が
自
己
の
公
益
的
な

領
域
に
つ
い
て
自
ら
執
行
す
る

―
―
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
更
に
、
▽

�
〜
�
を
「
形
だ
け
の
市
民
参

加
」
▽
�
〜
�
を
双
方
向
性
の
な

い
「
印
だ
け
の
市
民
参
加
」
▽
�

〜
�
を
「
真
に
市
民
の
力
が
活
か

さ
れ
る
市
民
参
加
」
―
―
大
き
く

３
つ
の
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
市
民
が
望
む
自
治
の
姿

は
３
番
目
の
「
真
に
市
民
の
力
が

活
か
さ
れ
る
市
民
参
加
」
で
あ
ろ

う
。こ

の
自
治
の
姿
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
議
会
で
市
民
参
加

条
例
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

地地
方方
議議
会会
とと
市市
民民
参参
加加

本
会
第
１
回
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
よ
り

礒崎初仁 氏

世古一穂 氏
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�
市
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
議
会

中
森

「
四
日
市
市
市
民
自
治
基

本
条
例
」
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

当
市
の
市
議
会
モ
ニ
タ
ー
に
も
ご

協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
の
モ
ニ
タ

ー
は
１６
年
１１
月
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
現
在
、
市
内
の
大
学
生
を
含

む
２０
歳
代
か
ら
７０
歳
代
ま
で
の
４３

名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
モ
ニ
タ
ー
で
は
、
本

会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
、
議
長
と

の
意
見
交
換
等
を
実
施
。
ま
た
、

自
治
基
本
条
例
作
成
に
当
た
り
、

寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
提
言
が
条
文

へ
反
映
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
成

果
を
上
げ
て
い
る
。
今
後
も
モ
ニ

タ
ー
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
な

が
ら
、
議
会
と
市
民
の
距
離
を
近

づ
け
る
努
力
を
し
て
い
く
。

�
住
民
が
興
味
を
持
て
る
議
会
へ

飯
尾

こ
れ
ま
で
の
議
会
は
公
開

性
に
乏
し
か
っ
た
た
め
、
住
民
が

興
味
を
持
て
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
、
議
員
が
努
力
し
て
議
論
し
結

論
を
導
き
出
し
て
も
、
住
民
か
ら

は
不
平
や
不
満
が
出
る
。
住
民
の

理
解
を
得
る
た
め
に
も
、
議
員
の

活
躍
や
苦
労
し
て
い
る
過
程
を
住

民
に
見
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

今
後
、
議
会
が
高
く
評
価
さ
れ

る
た
め
に
は
、
議
会
を
「
公
開
」

し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
議
会
に
人
を

呼
ぶ
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
。
一

番
の
方
法
は
市
民
に
対
し
「
一
緒

に
議
会
で
議
論
し
よ
う
」
と
呼
び

か
け
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

一
緒
に
議
論
し
審
議
の
状
況
を

理
解
す
る
住
民
が
増
え
れ
ば
、
不

満
等
が
あ
る
人
へ
状
況
を
解
説
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。
今
後

は
、
い
か
に
議
会
へ
の
理
解
者
を

増
や
す
か
が
勝
負
と
な
る
。

�
議
員
に
と
っ
て
の
「
市
民
」

中
西

市
議
会
議
員
の
選
挙
区
は

多
く
が
大
選
挙
区
の
た
め
、
限
定

さ
れ
た
地
域
や
事
業
者
を
母
体
と

し
た
当
選
が
多
い
。
こ
の
た
め
、

多
く
の
地
域
住
民
と
議
員
と
で

は
、
そ
の
間
の
距
離
が
遠
い
関
係

で
あ
っ
た
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
議

会
で
は
な
か
っ
た
か
。

議
員
が
出
身
母
体
の
制
約
を
受

け
て
い
る
限
り
、
議
員
活
動
の
視

点
に
偏
り
が
生
じ
る
こ
と
は
避
け

が
た
い
。
し
か
し
、「
市
民
参
加
」

を
謳
う
の
で
あ
れ
ば
、
視
点
の
偏

り
な
ど
諸
課
題
を
乗
り
越
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

３３
��
議議
会会
のの
制制
度度
・・
運運
営営
のの
改改
革革

�
議
員
数
を
増
や
す
こ
と
も
選
択

肢
の
１
つ

中
西

議
員
の
数
に
つ
い
て
マ
ス

コ
ミ
は
批
判
す
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
少
数
で
あ
れ
ば
民
意
が

偏
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
私
は

逆
に
増
や
し
て
も
良
い
と
思
う
。

も
し
、
兼
業
型
議
員
が
自
己
の
仕

事
の
都
合
で
市
全
体
の
こ
と
を
考

え
る
余
裕
が
余
り
な
い
の
な
ら
、

報
酬
を
減
ら
し
議
員
の
数
を
増
や

す
こ
と
も
選
択
肢
の
１
つ
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
予
算
案
の
修
正
は
行
っ

て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
何
の

ミ
ス
も
な
く
原
案
可
決
ば
か
り
で

は
お
か
し
い
。
傷
の
な
い
予
算
案

な
ど
あ
り
得
な
い
の
だ
か
ら
、
修

正
案
は
出
し
て
欲
し
い
。

�
改
革
す
べ
き
４
つ
の
事
項

世
古

地
方
制
度
調
査
会
に
出
席

し
、
議
会
関
係
で
申
し
上
げ
た
こ

と
が
４
つ
あ
る
。
１
つ
目
は
「
議

会
の
招
集
権
」
。
議
長
に
議
会
の

招
集
権
が
な
い
の
は
お
か
し
い
。

住
民
を
代
表
す
る
合
議
機
関
が
自

ら
の
意
思
で
招
集
し
得
る
の
が
、

二
元
代
表
制
の
趣
旨
に
合
致
す
る

も
の
と
考
え
る
。

２
つ
目
は
「
専
決
処
分
」
。
専

決
処
分
の
根
拠
で
あ
る
地
方
自
治

法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
「
暇

（
い
と
ま
）
が
な
い
」
と
い
う
表

現
は
、
首
長
の
独
断
を
許
す
こ
と

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
こ
の
た

め「
暇
が
な
い
」場
合
の
判
断
を
、

議
長
と
首
長
が
予
め
協
議
し
義
務

付
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

３
つ
目
は
「
議
会
の
附
属
機
関

設
置
」
。
議
会
に
附
属
機
関
を
設

置
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
の

考
え
方
が
あ
る
が
、
議
会
と
同
じ

く
合
議
制
の
組
織
で
あ
る
教
育
委

員
会
等
で
は
附
属
機
関
の
設
置
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
整
合
性
を
考

慮
し
、
議
会
に
附
属
機
関
を
設
置

す
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
る
。

４
つ
目
は
「
議
員
の
新
た
な
位

置
付
け
」
。
地
方
制
度
調
査
会
で

は
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
私
は
公
選
職
の
考
え
方

と
し
て
、
住
民
の
直
接
選
挙
に
よ

り
選
任
さ
れ
た
者
の
職
務
内
容
や

範
囲
等
を
考
え
た
場
合
、
一
般
職

や
委
員
と
は
全
く
別
に
考
え
る
べ

き
と
思
う
。

�
議
会
の
活
性
化
に
必
要
な
こ
と

飯
尾

地
方
自
治
体
の
二
元
代
表

制
は
、
執
行
部
に
対
し
議
会
の
監

視
機
能
が
働
く
制
度
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
実
際
に
は
、
議
員
に
与
・

野
党
の
意
識
が
あ
り
、
与
党
の
場

合
、
監
視
が
甘
く
な
る
傾
向
が
あ

る
。
何
の
た
め
に
議
会
が
あ
る
か

を
考
え
る
な
ら
、
特
に
与
党
の
意

識
は
捨
て
る
べ
き
。

ま
た
、
議
員
個
人
は
よ
く
働
い

て
い
る
と
思
う
が
、
議
会
の
働
き

は
見
え
て
こ
な
い
。
住
民
か
ら
の

要
望
が
あ
れ
ば
自
分
で
何
と
か
し

た
い
と
思
う
の
が
人
情
だ
が
、
発

想
を
転
換
し
、
議
会
を
盛
り
立
て

る
た
め
に
も
議
会
で
話
し
合
う
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
。

�
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
等
が
必
要

中
森

現
在
、
地
方
自
治
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
議
員
定
数
の
上
限

枠
が
本
当
に
必
要
な
の
だ
ろ
う

か
。
人
口
規
模
に
応
じ
て
議
員
定

数
が
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
自
分

た
ち
の
市
町
村
に
必
要
な
議
員
定

数
は
、
自
ら
が
決
め
れ
ば
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

次
に
議
会
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い

て
。
現
在
、
当
市
の
執
行
部
で
は

約
２
８
０
０
人
の
職
員
を
抱
え
る

が
、
議
会
事
務
局
職
員
は
１６
人
。

議
会
で
条
例
案
を
作
成
す
る
場

合
、
１６
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
議
員
で

行
う
こ
と
と
な
る
。
執
行
部
と
比

べ
あ
ま
り
に
も
格
差
が
大
き
過
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
。
市
議
会
の
政

策
能
力
を
高
め
る
に
は
ス
タ
ッ
フ

の
充
実
が
必
至
と
考
え
る
。

こ
の
ほ
か
、
審
議
会
等
の
附
属

機
関
の
設
置
が
市
議
会
で
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
。
今
回
の
地
方
自

治
法
改
正
で
学
識
経
験
者
に
調
査

さ
せ
る
こ
と
は
可
能
と
な
っ
た

が
、
附
属
機
関
の
設
置
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い

て
も
改
革
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

４４
��
まま
とと
めめ

礒
崎

本
日
の
議
論
で
は
、
▽

「
協
働
型
議
会
」
と
い
う
考
え
方

▽
反
対
意
見
も
含
め
た
議
論
や
討

論
が
議
会
へ
の
「
市
民
参
加
」
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
▽
議
員
と
し
て

の
ほ
か
議
会
と
し
て
の
頑
張
り
が

必
要
―
―
な
ど
、
重
要
な
指
摘
や

考
え
方
等
が
出
て
き
た
。

地
方
議
会
の
重
要
性
が
高
ま
る

中
、
本
日
の
様
々
な
示
唆
を
含
ん

だ
議
論
の
内
容
を
吟
味
し
た
う
え

で
議
会
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い

た
だ
き
、
実
践
の
場
で
活
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

飯尾潤 氏

中森愼二 氏

中西晴史 氏
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１１
月
２３
日
か
ら
、
日
本
初
の
国

際
チ
ェ
ロ
・
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
市

制
９０
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

幻
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
復
活

「
ガ
ス
パ
ー
ル
・
カ
サ
ド
国
際

チ
ェ
ロ
・
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
チ

ェ
ロ
演
奏
界
史
上
最
高
の
チ
ェ
リ

ス
ト
の
ひ
と
り
で
あ
る
ガ
ス
パ
ー

ル
・
カ
サ
ド
（
１
８
９
７
〜
１
９

６
６
）
の
名
を
冠
し
た
権
威
あ
る

国
際
チ
ェ
ロ
・
コ
ン
ク
ー
ル
で

す
。
若
く
優
秀
な
音
楽
家
の
発
掘

を
目
指
し
、
カ
サ
ド
の
妻
で
日
本

人
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
原
智
恵
子
（
１

９
１
４
〜
２
０
０
１
）
の
主
宰
に

よ
り
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
で
、
カ
サ
ド
没
後
の
１
９
９
０

年
ま
で
１０
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
後
継
者
に
恵
ま
れ
ず
、

残
念
に
も
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
幻

の
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

最
期
の
時
を
多
摩
地
域
で
過
ご

し
た
原
智
恵
子
の
遺
志
を
引
き
継

ぎ
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
復
活
さ
せ
よ

う
と
、
市
民
有
志
が
立
ち
上
が
り

活
動
を
開

始
し
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

チ
ェ
ロ
・

コ
ン
サ
ー

ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー

を
設
立
し

ま
し
た
。

そ
し
て
今

秋
、
八
王

子
市
も
参

画
す
る
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ

り
、
４
年
間
に
わ
た
る
準
備
期
間

を
経
て
、
幻
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
復

活
し
ま
す
。

市
民
が
つ
く
る
コ
ン
ク
ー
ル

コ
ン
ク
ー
ル
の
運
営
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
現
在
８５
人
が
、
会
場
運
営
、

広
報
宣
伝
、
出
場
者
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
資
金
面
で
は
、
多
く
の
企

業
と
１
０
０
０
人
を
超
え
る
サ
ポ

ー
タ
ー
会
員
か
ら
の
支
援
を
受
け

て
い
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
期
間
中

の
出
場
者
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入

家
庭
の
登
録
も
始
ま
り
、
コ
ン
ク

ー
ル
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
、
市
民

の
力
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

１９
カ
国
４５
人
の
競
演

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
者
は
、

世
界
２４
カ
国
か
ら
総
勢
７４
人
。
コ

ン
ク
ー
ル
で
は

異
例
の
多
さ
で

し
た
。
近
年
開

催
さ
れ
た
コ
ン

ク
ー
ル
の
上
位

入
賞
者
も
多
数

参
加
し
て
お

り
、
大
変
レ
ベ

ル
の
高
い
も
の

に
な
っ
て
い
ま

す
。
予
備
審
査

の
結
果
、
１９
カ

国
４５
人
が
参
加
承
認
者
に
選
ば
れ

ま
し
た
。平
均
年
齢
２２
・
８
歳
。

若
き
チ
ェ
リ
ス
ト
の
奏
で
る
音
色

に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
ク
ー
ル
の
関
連
事
業
と
し

て「
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」や
小
中
学

校
で
の「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
コ
ン
サ

ー
ト
」等
を
開
催
し
、市
民
が
気
軽

に
音
楽
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
地
域
に
根

ざ
し
た
文
化
と
な
る
よ
う
、
今
後

も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

「
地
域
力
」
を
更
に
強
め
、
世
界

共
通
の
言
語
で
あ
る
音
楽
を
通
じ

て
、
「
文
化
の
か
お
る
ま
ち
八
王

子
」
を
目
指
し
ま
す
。

（
文
・
写
真
は
八
王
子
市
提
供
）

＊

「
第
１
回
ガ
ス
パ
ー
ル
・
カ
サ
ド

国
際
チ
ェ
ロ
・
コ
ン
ク
ー
ル
iinn
八

王
子
」【
開
催
期
間
】平
成
１８
年
１１

月
２３
日
（
木
）
〜
１２
月
３
日
（
日
）

【
会
場
】八
王
子
市
芸
術
文
化
会
館

まちなかでのミニコンサート

受
賞
者
の
所
属
市
区
議
会
と
氏

名
は
次
の
と
お
り
（
総
務
省
発
表

名
簿
順
、
敬
称
略
）
。

▽
函
館
�
加
藤
詔
三
▽
帯
広
�
黒

田

弘
▽
美
唄
�
荘
司
光
雄
▽
江

別
�
�
間
専
造
▽
名
寄
�
齋
藤

晃
▽
三
笠
�
阿
部

進
▽
登
別
�

小
坂
義
昭
▽
恵
庭
�
行
澤
政
義
▽

伊
達
�
乗
久
敏
彦
▽
弘
前
�
嶋
口

正
美
▽
十
和
田
�
野
月
忠
見
▽
む

つ
�
大
澤
敬
作
▽
遠
野
�
山
蔭
正

義
▽
釜
石
�
小
野
寺
�
雄
、
平
松

福
一
、
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